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【学位論文審査の要旨】 
本学位論文申請に関して，公聴会及び 3 回の審査会を開催し，論文の内容に関する慎
重な審査を行った．審査結果について以下の通り報告する． 
 
インターネットを代表とする通信網，電力網や道路交通網は，我々の生活や社会に必
要不可欠となっており，これらのシステムの信頼性，可用性，安全性を確保することが
急務となっている．一方，システムの恩恵を受ける消費者の価値観も多様化しており，
システム開発を考えた場合，単一の評価指標による案ではなく，同時に複数の評価指標
を考慮した案を提示することが重要となる． 
本論文では，上記を背景として，ノードとエッジから構成されるグラフとして表現さ
れるシステムをネットワークシステムと呼び，多様な価値観に対応した複数の評価指標
を考慮したネットワークシステム（以下，多目的ネットワークシステム）に対して，評
価指標の有効な算出方法を提案することを目的としている．  
 
本論文で得られた成果は以下のようにまとめられる． 
1) 全点間信頼度とコストを同時に考慮した多目的ネットワークシステムに対して，
2 目的ネットワークシステム設計問題を考え，そのパレート最適解の算出方法を提案し
ている．提案法では，一部のパレート最適解からパレート最適解となるネットワークシ
ステムを構成するエッジを予想し，またパレート最適解の候補となるネットワークシス
テムの存在領域を推測することによって計算効率の向上を図っている．そして数値実験
により，求められたパレート最適解の精度および計算負荷の観点から，その有効性を示
している．  
2) 1)で対象としたネットワークシステムに対して，信頼度制約付きコスト最小化
問題を考え，分枝限定法の考えに基づいた解法を提案している．提案手法では，ネット
ワークシステムのエッジ数が一定であるという制約を加えた子問題を考え，その上で，
エッジ数が同数であるネットワークシステムの中で最大信頼度を有するネットワークシ
ステムを事前に求めることで，一部の子問題の解を得ることなく最適解を得ることがで
きるようにしている．そして数値実験により，従来研究の結果と比較して提案解法が有
効であることを示している． 
3) 次に複数種類のコストを評価指標とするネットワークシステムを対象として，
多目的経路探索問題を考え，その解法を提案している．提案手法では，経路（解）を探
索する前段階として経路の探索空間を縮小するために有用な基準経路を求め，その基準
経路を利用し解の探索空間を削減することにより効率的な経路探索を実現している．そ
して数値実験により，従来研究の結果に比して有効であることを示している． 
 
以上のように，本論文では，多目的ネットワークシステムに対し有効な評価指標の算
出方法を提案している．本論文で提案された方法は独創的であり，その有効性も検証さ
れており，経営工学分野の研究への貢献は大きく，工学的な価値も高いものと判断され
る．したがって，本論文は博士(工学)の学位を授与するに値すると認められる． 
 
（最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い，最終試験を行った．公開の席上で論文発表を行い，学内外の
教員による質疑応答を行った．また，論文審査委員により本論文及び関連分野に関する
試問を行った．これらの結果を総合的に審査した結果，専門科目についても十分な学力
があるものと認め，合格と判定した． 
 
